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ドイツ統治下の青島における日本人の進出
（1897 ～ 1914）

―経済活動と情報収集活動を中心に―

単　　荷君

総合研究大学院大学　文化科学研究科　国際日本研究専攻

第一次世界大戦勃発から第二次世界大戦終結までの間に、青島は2度、合わせて16年に
及んで日本の統治下に置かれ、上海と中国東北地方（旧満州）に次いで、日本による対中
国投資の最も重要な中心地であった。日本帝国勢力圏の拡大と共に、青島もそのなかに組
み込まれ、多数の日本人が青島に渡った。これらの人的移動は、資本、技術、生活、文化
の移動を伴い、近代青島に看過できない影響を与えていた。従って、青島日本人社会の誕
生、発展、終焉の過程と、それと同時に生じた青島社会の変容を究明することは、青島史
のみならず、近代日中関係史、更に東アジア近代史上の青島の位置づけを再確認するため
に、極めて重要な作業である。
本稿ではドイツ統治時代、青島に進出した一般日本人居留民の経済活動と情報収集活動
から、当時の青島の日本人社会の内部構造と日本人の活動の実態を論じた。特に日本人た
ちと植民地支配者であるドイツ人、現地中国人、そして母国日本との葛藤、連携を歴史的
に検証し、ドイツ統治下の青島日本人社会の具体像と全体像を提示しようと試みる。
ドイツ統治下、青島と天津、大連、上海、香港、更に海を越え、日本、朝鮮、ウラジオ
ストクとの間に人的・物的交流が行われていた。当時海外に自由に進出することのできた
一般日本人たちも、この新開地に飛び込み、300人ほどの小さな社会を形成した。しかし、
従来ドイツ統治下の青島をめぐる研究は、主にドイツの膠州湾占領とドイツの植民地政策
を中心に行われ、日本人社会に着目する研究はわずかである。そこで、本稿は青島日本人
社会の原点に焦点を当て、まず第1章で青島に進出した日本人の人数、ルート、出身地、
職業、活動区域など日本人社会の内部構造について考察する。続く第2章では、植民地支
配者と現地人の間隙を縫って商業活動に従事した日本人小商人、大手商社、そして人数の
最も多いからゆきさんに着目し、彼らとドイツ人、中国人との競争や共存関係をみる。更
に第3章では、青島日本人が携わったもう一つ重要な活動、即ち情報収集活動を通じて、
彼らと帝国日本との協力関係を検討する。そして最終章では、ドイツ統治時代の青島で暮
らしていた日本人が、日本の青島占領後にどのような結末を辿ったのか、その行く末を明
らかにする。

キーワード：青島、ドイツ、日本人社会、経済活動、情報収集、競争、連携
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はじめに
第一次世界大戦勃発から第二次世界大戦終結
までの間に青島は2度、合わせて16年に及んで日
本の統治下に置かれ、上海と中国東北地方（旧
満州）に次いで、日本による対中国投資の重要
な中心地であった。第一次世界大戦、21カ条要
求、五・四運動、山東出兵など青島をめぐって
起こった一連の事件は近代の日、独、中関係を
大きく左右した。しかし、現在、青島に関する
多くの史実は、意識的に閑却されるか、あるい
は無意識のうちに忘却されるため、近代の青島
に対する認識は、歴史の現実との間に大きな隔
たりがある。
ドイツ統治下の青島では、天津、大連、上海、
香港、さらに海を越え、日本、朝鮮、ウラジオ
ストクとの間に人的・物的交流が行われていた。
その後、日本帝国勢力圏の拡大と共に、青島も
そのなかに組み込まれ、日本内地、植民地、占
領地から多数の日本人が青島に渡った。最初300
人だったその数は、第二次世界大戦終結前には
4万人近くにまで膨張した。これらの人的移動は、
資本、技術、生活、文化の移動を伴い、近代青
島の政治経済、都市景観、生活様式等あらゆる
方面に看過できない影響を与えていた。したがっ
て、青島日本人社会の誕生、発展、終焉の過程と、
それと同時に生じた政治経済、都市景観、文化
生活の変容を究明することは、青島史のみなら
ず、近代日中関係史、さらに東アジア近代史上

の青島の位置づけを再確認するために、極めて
重要な作業である。
1897年、ドイツが青島を占領した後、日本人
の青島進出も始まり、1914年に日本が青島を占
領する以前に既に小規模な日本人社会が誕生し
ていた。しかし、従来ドイツ統治下の青島をめ
ぐる研究は、主にドイツの膠州湾占領とドイツ
の植民地政策を中心に行われてきた1）。青島とド
イツと日本との関係を中心に論じる研究2）も挙
げられるが、日本人社会に着目する研究はわず
かである3）。なおかつ、これらの研究は日本人商
人の経済活動に集中しているため、この時期の
青島日本人社会の具体像と全体像が見えてこな
い。例えば、日本人の青島に来た目的、出身地、
青島での職業、活動区域など日本人社会の構造
と、彼らと支配者であるドイツ人、現地中国人、
そして母国日本との葛藤、連携などの一連の問
題はまだ十分に歴史的に検証されていない。し
たがって、本稿では主に外務省外交史料館所蔵
「海外在留本邦人職業別人口調査一件」と「日独
欧州戦争関係救恤一件」4）という外務省記録に
基づき、青島の一般日本人居留民とドイツ人、
中国人及び日本政府との繋がりを念頭に置きな
がら、主に彼らの経済活動、情報収集活動を通
じて、ドイツ統治下青島における日本人の進出
と彼らの活動の実態を浮き彫りにしようと考え
ている。

はじめに
1．ドイツ統治下青島の発展と日本人の登場
　1. 1　時代背景
　1. 2　日本人社会の構造
2．日本人の経済活動―中国、ドイツ人商人と
の競合と共存

　2. 1　小商人―雑貨商、写真店、大薬房の進出
　2. 2　大手商社―三井物産の進出

　2. 3　ドイツ統治下日本妓楼の隆盛
3．日本人の情報収集活動―帝国日本への協力
　3. 1　日露戦争におけるロシア軍との諜報戦
　3. 2　海軍省の機密通信嘱託
　3. 3　大手商社三井物産の参入
　3. 4　膠州日本人協会の協力
おわりに
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1．ドイツ統治下青島の発展と日本人の登場
1.1　時代背景

1.1.1　日本人の山東進出

日本では明治維新後移民が開始され、明治期
にはハワイ・北米に出稼ぎ型の移民、南米には
農業経営のための移民が主に行われた。また、
これとは別に、勢力圏・植民地への移民も行わ
れた。隣国朝鮮の居留地への移民は1876年日朝
修好条規の締結を皮切りに始まり、1880年には
835人、1890年には7,245人、1900年には15,829人
へと急激に増加する。南に目を移すと、日本領
有下の台湾への進出は1895年に始まった。さら
にフィリピン、マニラなど南洋の場合は、日露
戦争以降からからゆきさん、道路工夫、大工等
が進出した5）。中国については、1871年日清修好
条規の締結より徐々に日本人の中国進出が始ま
り、1872年上海に、1875年天津に、1876年芝

チ ー フ

罘
に日本領事館が相次いで設置され、これを皮切
りに日本人の山東進出の幕が開かれた。
1861年、芝罘は山東唯一の開放港口として選
ばれた。芝罘は遼東半島を控え、かつ海関及び
錦州附近との交通が便利であったために、これ
等の地方の物品の多くは芝罘を経由するように
なった。芝罘は、内地貨物の集散地、満州への
交通要地、上海から東北への中継地として発達
していった。1876年、芝罘に日本領事館が設置
された。これにより、日本と山東の政府間での
初めての正式的な交流が始まったともいわれる。
李俊熙の「1914年以前日本人在山東」によると、
日清戦争前、芝罘における日本人はただ20人で
あったが、1895年の日本の威海衛占領後には、桐
の輸出業務に携わる日本人商人が多数現れた6）。
大阪商船社員河野文一が1899年に北清各港を視
察した当時、芝罘において、桐の木の輸出に従
事する日本商行は6戸あったと記録した7）。1907
年に芝罘日本人居留民団が成立した後には、居
留民団出資の病院、小学校、幼稚園などの施設
も徐々に整えられた。しかしながら、青島の発
展や上海と満州との直接航行の開通に伴い、山

東内地と海外の貿易は次第に青島に集中するよ
うになり、芝罘は貿易港の優勢を失った。1915
年、山東を視察した日本通信局局長田中次郎は
第一次世界大戦の日独戦役に従軍した野戦郵便
部員の調べた情報に基づいて『山東概観』を編
集した。それによると、1906年以来芝罘出入船
舶の数とトン数は年々減少の傾向にあった。さ
らに、1903から1912年までの芝罘港、青島港の
貿易額を比較すると、1910年から青島の貿易額
が芝罘を超過したことが明らかになる。1912年
の芝罘港の貿易額は1903年より5分の1近く減少
したのに対して、1912年青島港の貿易額は1903
年の4倍近くに増加した8）。1915年において、芝
罘はただ山東北部沿岸に限ってジャンクによる
貿易を行い、満州とわずかな関係を保つところ
になった。芝罘の衰退にともない、芝罘に滞在
する日本人も減少した（表1）。

1.1.2　漁村から商業都市への変貌

一方、西欧諸国のなかでは植民地領有に一歩
遅れたドイツは、世界市場、特に東アジア市場
に狙いを定めた。ドイツは中国で適切な植民地
を探そうとして、舟山、アモイ、膠州湾などい
くつかの選択肢から膠州湾を選び、1897年11月
1日に山東曹州でドイツ宣教師2人が殺害された
ことを口実に、同年11月14日に膠州湾を占領し、
17年に及ぶ統治を始めた。
膠州湾青島を極東における模範的植民地にし
ようとするドイツ膠州総督府は、占領直後から
青島港、山東鉄道、市街、植林、文化教育等あ
らゆる方面において植民地経営に力を入れ、全
く無名の漁村を中国一大商業都市に発達させた。
特に、青島港と山東鉄道は、青島を山東省内陸
と結ぶことで山東省の経済的統合を強めたほか、
青島と海外、中国内地との交流や輸出入貿易を
促進した。青島港の貿易額をみれば、1907年は
まだ全国で第11位だったが、1912年には上海、
漢口、天津、広東、大連に次ぎ、第6位に上って
いる。こうして膠州湾青島は、多くの労働力を



総研大文化科学研究 第14号（2018）130

受け入れることのできる雇用の受け皿ができた。
地域における人口変動の要因は出生、死亡に
よる自然増減と、転入、転出による社会増減が
あり、ドイツ統治期の青島では、転入による社
会増が主因であった。1902年から1913年まで
の膠州湾租借地の人口推移を見ると、欧米人は
700人弱から2,000人程度まで増加し、中国人は

15,000人ほどから53,000人程度に増え、都市の人
口規模は次第に拡大していった。ドイツ占領以
前は、膠州湾の住民は北部の膠州、即墨など伝
統的な県城に集中して居住していたが、ドイツ
統治後、インフラ施設の整備と経済上の発展と
ともに、青島に移住する人が年々増加する傾向
を見せた（表2）。

表 1　芝罘における日本人の人数（1901年～ 1920年）9）

（単位：人）

年度 人数 年度 人数

1901年 128 1911年 381

1902年 218 1912年 410

1903年 265 1913年 483

1904年 800 1914年 492

1905年 559 1915年 402

1906年 508 1916年 389

1907年 408 1917年 453

1908年 410 1918年 484

1909年 389 1919年 351

1910年 396 1920年 323

（出典　JACAR（アジア歴史資料センター）「海外在留本邦人職業別人口調査一件」より作成。）

表 2　膠州湾租借地における欧米人、日本人、中国人の人数変化（1902年～ 1913年）10）

（単位：人）

年次
欧米人

（イギリス人、アメリカ人、
ロシア人）

日本人
中国人

（青島区、大包島、 
台東鎮、台西鎮）

1902年 688 78 14,905

1903年 962 108 28,144

1904年 1,057 152 27,622

1905年 1,225 207 28,477

1907年 1,484 161 31,509

1910年 1,621 167 34,180

1913年 2,069 316 53,312

（出典　欧米人の人数は「山東省視察概要」『山東省視察報文集』関東都督府民政部、1913年、13頁のデータによる。
1902～ 1904年の日本人の人数は田原天南『膠州湾』満州日日新聞社、1914年、133～ 138頁のデータより作成。
1905年、1907年、1910年、1913年の日本人の人数は「山東省視察概要」『山東省視察報文集』関東都督府民政部、
1913年、13頁のデータによる。田原天南『膠州湾』満州日日新聞社、1914年、133頁のデータと一致する。中国人
の人数は浅田進史『ドイツ統治下の青島―経済の自由主義と植民地社会秩序』東京大学出版会、2011年、229頁のデー
タによる。）
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1.2　日本人社会の構造

こうして青島の発展とともに、ドイツ帝国統
治下青島に渡って来る日本人も次第に現れ始め、
小規模な日本人社会が誕生した。以下では主に
日本人の人数、進出ルート、職業構成とその活
動区域からドイツ統治下における青島日本人社
会の構造の一部を見ていきたい。

1.2.1　日本人の人数と進出ルート

1901年から1914年までの青島での日本人人口
は、一時的な変動がありながらも、全体としては
増加傾向を示している（表3）。小幅な人数の増減
は日露戦争のような国際情勢の変動と深く関
わっていた。1901年10月8日の読売新聞によると、
ドイツが青島を占領してから2年後の1901年に
は、既に50人前後の日本人が青島で活躍してい
た。彼らの「内2名は神戸シーメンス商会の手代、
他は出稼ぎ労働者にして、その多くは醜業婦」
であったとされる11）。1901年から1905年にかけ
ては日本人の数が少しずつ増え続ける。特に
1904年に日露戦争が勃発した影響で、中国東北
地方やウラジオストクから青島に避難してくる
日本人が続出し、1905年秋の統計では日本人は
210人に達した。例えば、ハルピンの川上写真館
で働いた弘中ナカは、日露開戦の影響で1904年2
月に600名余りの日本人とともに、芝罘領事水野

幸吉に従い芝罘に避難し、後に青島に移動した
12）。また、日露戦争前にウラジオストクで活動
していた数人の日本人商人も、日露戦争の勃発
と同時に、一時的に日本国内に引き揚げたもの
の、その後間もなく膠州湾青島で営業を再開し
た13）。1905年に日露戦争が終わると、日本統治
下に置かれた旅順、大連等の新占領地に移動す
る人も出たため、1905年から1909年にかけて日
本人の数は少しずつ減少した。しかし、1909年
から1914年までは再び増加の傾向を見せる。例
えば、歯科医の佐藤定市は、青島で活動してい
る飯尾松之助に勧められ、1910年に活動拠点を
江蘇省から青島に移した14）。また、1909年に上
海へ渡り、理髪業を営みながら、ハム、ベーコ
ンを販売していた橋本徳松という人物は1911年
に青島山東街で理髪兼旅館業を営む村田定吉の
招きで青島に来た15）。こうして青島における日
本人の数は、日本とドイツが開戦する前には343
人に達している。
以上の考察から、第一次世界大戦前に青島に
到来した日本人の進出ルートは、主に三つが挙
げられる。一つは日本国内から直接渡航してき
た場合、もう一つは中国国内の都市、南は上海、
南京、北は旅順、大連、ハルピン、あるいは済南、
芝罘等青島周辺の町を転々として青島にきた場
合、そしてもう一つは朝鮮、ウラジオストクな

表 3　ドイツ統治期青島における日本人の人数（1901年～ 1914年）
（単位：人）

年度 人数 年度 人数

1901年 50～ 60 1908年 161

1902年 78 1909年 156

1903年 108 1910年 169

1904年 152 1911年 211

1905年 210 1912年 205

1906年 189 1913年 283

1907年 178 1914年 343

（出典　1901～ 1904年は田原天南『膠州湾』満州日日新聞社、1914年、第133頁。1905～ 1914年はJACAR（アジア
歴史資料センター）「海外在留本邦人職業別人口調査一件」より作成。）
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ど青島や日本との間に緊密な貿易関係を持つ東
アジアの都市から流入してきた場合である16）。

1.2.2　出身地の構成

ドイツが青島を占領してからおよそ15年後に
当たる1914年時点で、青島に在留する343名の日
本人の出身地を分類してみると、長崎県、熊本
県をはじめ九州地方出身の人が圧倒的に多く、
173人で全体の約半数に達した。第2位は近畿地
方の出身者で、全体の15パーセントを占めた。
全体的に見ると、西日本出身者が大半を占める。
華北において、もう一つ重要な日本人進出の
拠点である天津に着目すると、1875年天津に日
本領事館事務所が設置されたが、その後日本人
の増加が極めて緩慢で、20年後の日清戦争勃発
当時には、僅か48人しかいなかった17）。それか
ら更に10年後の1906年に、天津における1,948人
の日本人の内、大阪出身者は226人、兵庫県出身
者は169人、東京出身者は165人、長崎県出身者
は149人と示したように近畿、九州地方出身者が
多い18）。

さらに、開港後の上海をみると、日清修好条
規の締結から同じく15年が経った1886年時点で
の上海における765人の日本人の内、総人数の半
分以上を占めるのは九州地方の出身者で、合わ
せて397人もいる。それに次ぐのは関東地方出身
の者で、103人を数える。そして、第3位は近畿
地方出身の71人である。興味深いのは関東出身
者の103人の内の61人は神奈川県出身で、さらに
その内の多くは使用人として上海に居留する外
国人に雇われる人たちであった19）。1875年の上
海横浜間週1回の定期航路の開設と、活発な貿易
活動は、上海横浜間の人的移動を促したと思わ
れる。
初期の青島、天津、上海の日本人の出身地構
成をみると、全体として西日本の出身者が多数
を占めていた。この「西高東低」の傾向はほぼ
満州に渡った日本人の出自とも共通する傾向で
ある。それは西日本と東日本との社会構造の違
いに由来する。すなわち、江戸時代以来、西日
本の方がモノやヒトの移動が活発で、近代化へ
の準備が進んでいた。加えて、九州地方は中国

表 4　1914年青島、1906年天津、1886年上海における日本人の出身地分布
（単位：人）

1914年青島 1906年天津 1886年上海

地域 人数 地域 人数 地域 人数

九州地方 173 近畿地方 555 九州地方 397

近畿地方 51 九州地方 434 関東地方 103

中国地方 43 中国地方 267 近畿地方 71

中部地方 24 関東地方 263 中部地方 22

関東地方 23 中部地方 194 中国地方 16

四国地方 17 四国地方 93 四国地方 5

東北地方 10 東北地方 33 東北地方 2

北海道 2 北海道 17 北海道 0

合計 343 合計 1,856 合計 616

（出典　青島はJACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B13080354500海外在留本邦人職業別人口調査一件第十四
巻より作成。天津はJACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B13080306200海外在留本邦人職業別人口調査一件第
一巻より作成。石川県、福井県、山形県のデータは含まれない。上海はJACAR（アジア歴史資料センター）Ref. 
B13080299400海外在留本邦人職業別人口調査一件第一巻より作成。出身地が記載されない役人20人（家族含め）
と一般居住者と言えない海員70人を除く。）
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との地理的、歴史的、文化的な距離が近く、古
代から海外との往来が盛んだったとの理由が挙
げられる20）。

1.2.3　日本人の職業構成と活動区域

既に日本人の人数変化を分析したときに少し
触れたが、1901年頃の青島で活躍していた50人
前後の日本人の多くは出稼ぎ労働者である。5年
後の1906年の職業構成をみると、189人の内、一
番多いのは相変わらずドイツ人を相手とする娼
妓で、43人を数える。それに次ぐのは写真業24人、
裁縫16人であった。更に1914年の職業構成を見
れば、343人の内、娼妓は引続き1位を占めたが、
会社出張員（22人）、銀行員及び雇員（17人）、
歯科医（7人）、新聞通信人（4人）のような業種
に従事する人も明らかに増えていき、これは青
島自身の発展と青島日本間貿易の増長と深く関
わっていた。

それでは、これらの日本人はドイツ帝国統治
下の青島で、どの地域で営業活動を行っていた
のだろうか。ドイツ統治当初、青島は青島区、
大包島、台東鎮、台西鎮の四つの区域に区分け
られた（図1）。当初青島区は欧米人の居住地と
限定され、道路もドイツ皇帝やドイツの地名に
因んで名づけられた。政治、経済の中心地とし
ての青島区に、総督府庁や各国領事館の官庁、
山東鉄道会社、独亜銀行等の大手企業が多数駐
在していた。それに対し、大包島は青島区の北
に当り、小港に面する所で、中国人の居住地域
と指定され、ドイツ人、中国人と日本人が混在
しながら生活していた。日本人は、青島区での
活動が許可されたが、一定の資産を有する者と
ドイツ人の使用人、一部の芸妓たちは活動拠点
を青島区に置き、それ以外は殆ど大包島を活動
の拠点とした。例えば、青島区では商品販売に
従事する大文洋行、歯科医佐藤定市、高橋写真は

図 1　膠州湾青島市街図
（出典　工藤謙『膠州湾事情』有斐閣、1914年。）
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フリードリヒ街、岩城商会、湯浅洋行は皇帝街
に店を構えた21）。一方、大包島では、芝罘領事
館の報告によると、1902年時点で既に中国人商
人200余戸、日本人の写真店と貸座敷業者数戸が
あった22）。

2．日本人の経済活動―中国、ドイツ人商人
との競合と共存
膠州湾を占領した後、ドイツは膠州湾を管轄
下に置くのみならず、膠済鉄道と鉄道沿線の鉱
山の採掘によって、山東省全体を自国の勢力範
囲に収める計画だったが、それは中国人の激し
い抵抗をもたらし、中独両国の関係を悪化させ
た。当時山東巡撫に赴任した袁世凱は、彼の後
任者である周馥とともに、武力抗争より経済支
配権の強化を図り、ドイツ勢力を切り崩そうと
していた。こうした事情を背景に、山東政府は
日本に接近し、日本の力を借りてドイツの公式
的、非公式的な経済拡張を阻止しようと試みた
のである。一方、ドイツの青島開発により、日

本の山東省での拠点であった芝罘が著しく衰退
した。日本商人は、ドイツ勢力を抑え、日本商
品の販路を拡大するために、新しい拠点を探す
必要性を痛感していた。日本人が山東省に進出
し、植民地支配者と現地人の間隙を縫って商業
活動に従事した背景にはこのような事情があっ
たのである。本章では雑貨店、写真店、薬屋を
経営する小商人たちと、三井物産のような大商
社の青島進出に着目して、ドイツ統治下の青島
日本人の経済活動を考察してみたい。

2.1　小商人―雑貨商、写真店、大薬房の進出

当初青島に渡ってきた日本人の大多数を、雑
貨、写真、売薬、理髪、洗濯業に携わる小商人た
ちが占めた。例えば、1903年12月の統計によると、
当時青島滞在の154名の日本人のうち、妓楼は
3戸60人、写真店は3戸16人、旅館は2戸9人、理
髪店は2戸7人、裁縫店は2戸4人で、残りはほと
んど洗濯業、菓子製造等小規模な商人だった23）。
1899年から1906年までの間に日本人によって

表 5　青島における主要な日本人商店（1899年～ 1906年）

店名 開業時間 営業内容 店主・支配人 所在
金瀧洋行 1899年（一説1902年） 美術的雑貨 金瀧耕雲 山東街
石川号 1902年 呉服、化粧品 今村まつ子 滄口街
毛受号 1902年 各種写真 毛受駒次郎 飛芝喜街
松森館 1902年 旅館 友永金二郎 山東街
竹田号 1902年 高等洗濯 竹田山松 高密街
釘宮洋行 1903年 雑貨、呉服、太物 釘宮精一郎 膠州街
米英洋行 1903年 時計販売及修繕 菊川英二 山東街
高橋洋行 1904年 雑貨、刺繍、各種写真 鈴木友二郎 飛芝喜街
伊東号 1904年 各種写真 伊東聯補 博山街
東洋公司 1904年 カフェ 飯尾松之進 山東街
山田号 1904年 理髪 山田常二郎 山東街
小淵洋行 1905年 日本精製雑貨 小淵かる子 飛芝喜街
今村洋行 1905年 お酒、醤油、乾物、刺繍 中川きよ子 膠州街
納所号 1905年 理髪、時計修繕 納所雷吉 山東街

日華公司大薬房 1906年 内外各種売薬 鈴木友二郎 飛芝喜街
藤井兄弟商会 1906年 各種写真 藤井初太郎 山東街

（出典　曽根俊虎『東亜各港日本人職業姓名録世界各国日本人職業一覧』1907年、第55～ 57頁より作成。）
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開かれた店を見ると（表5）、そのほとんどが写
真、雑貨を経営する小商人だが、その中でも最
も早く開業したのは美術雑貨を販売する金瀧洋
行だった。この金瀧洋行の店主金瀧耕雲は日清
戦争後、まず大連で雑貨店を開いたが、1902年
に在青島日本人の今村徳重による誘いを受け、
活動拠点を青島に移した。青島で金瀧耕雲は、
取引相手を日本人に限らず、下駄、仁丹、大学
目薬の他、特にドイツ人向けの陶器、中国人向
けの帯子など幅広く取り扱った24）。
また、この時期の日本人の職業構成を見ると、
写真業に従事する人の多いことが目を引く。例
えば1908年には161人の日本人のうち、写真業に
従事する人が28人もいた。その中で、高橋写真
は後に『青島写真帖』や青島風景を描いた絵葉
書等の土産品を販売し、1943年まで40年以上に
わたって経営を続けることができた25）。「外人間
に信用を博し、同業者中一流の老舗」26）と評価
されるように、日本人以外に、ドイツ人と中国
人の間においてもよく知られ、例えば、中国国
民党の要人譚

たんえんがい

延闓（後に国民政府主席となる）
は1914年2月16日の日記のなかで、青島で家屋を
探すとき、高橋写真館を訪れたと書いていた27）。
初代店主は高橋徳夫で、後でも触れる通り、高
橋は写真店の他に、薬房や妓楼も開き、まさに
青島日本人居留民の先駆者とも言える人物だっ
た。当時ドイツ人は帰国する際に、よく絵葉書
や日本雑貨を土産として持って帰っていたので、
高橋写真店は、開店当初写真部と工芸部を設け、
日本人写真技師と中国人店員を雇い、印画や絵
葉書類等の商品を扱っていた28）。
青島において日本写真館のあまりの数の大き
さにドイツ統治当局も警戒を強める事態となっ
た。1904年6月ドイツ警察署長は日本人協会の委
員を呼び出し、日本人写真師が異常に多いこと
について詰問した。さらに、青島市街内外にお
いて許可を得ていない無断の撮影行為を禁止す
るという命令までもが下された29）。
また、青島における日本薬房の草分けであり、

当地でよく知られた老舗の一つ、日華薬房も当
地で成功を収めた30）。店主の鈴木友二郎は、1900
年に来青、最初に高橋写真店に雇われ、後に芝
罘日本領事館小幡酉吉31）領事の勧めにより、中
国人との貿易に従事すると決意し、高橋徳夫か
ら日華薬房を受け継いだ。1906年に山東街9号に
日華薬房で中国人向けの木綿製品、日本製洋菓
子を販売するとともに、売薬業も経営し、日本
人店員5名、中国人3名を雇った。経営の拡大と
ともに、この日華薬房は済南にも店を開き、徳康
祥、福順泰、福興隆等合わせて少なくとも28戸
の中国商店と取引を行っていた32）。

2.2　大手商社―三井物産の進出

2.2.1　日青間貿易の発展

青島の発展とともに、日本との貿易も多大な
発展を遂げた。1913年の出港地別青島寄港汽船
のトン数と隻数をみると、神戸からの汽船は114
隻、251,824トンで、上海と芝罘に次いで第3位
だった。また、青島日本間の直接貿易額も年々
増加し、1912年についに青島ドイツ間の貿易額
を超え、第1位を獲得した。地理的な便宜性に加
え、高価なドイツ商品に比べて安さも日本商品
の山東省での浸透を促した。このような背景の
もとで、三井物産をはじめ、日本の大手商社も
営業拠点を青島に置くようになったのである。

2.2.2　大手商社の進出

1906年三井物産青島出張員の設置は日本大手
企業の青島進出の嚆矢となり、それに続いて湯
浅、岩城商会、日本綿花、江商といった大手商
社も相次いで青島に出張所あるいは支店を置い
た33）（表6）。三井物産は1877年に成立してから
日本の大手商社の代表として上海、天津、漢口、
大連など中国の主要都市に支店、出張所を開設
し、全般的に取引を行った。1913年の旅順民政
署吉田豊次郎、有野学の視察報告によると、青
島において、三井物産は日本貿易商のなかで最
も勢力を持ち、他国商人と対抗できる巨頭とも
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言われる。同出張所の主任は、欧米商人によっ
て組織された青島商業会議所に加入した唯一の
日本人で、しかも、雇った中国人買辦も中国人
の間の有力者で、当地中国人によって成立した
商業会議所の会員でもあった34）。しかし、当初
青島と日本との貿易の主導権を握っていたのは
日本人商人ではなく、青島、芝罘等山東沿海都
市と神戸、大阪を拠点とする中国人商人であっ
た35）。1906年以降、三井物産をはじめとする大
手商社の進出は特産物の輸出入貿易において影
響力を伸ばしたが、全体として日本と青島との
貿易をリードするまでには至らなかった。
以上見てきたように、ドイツ統治下の青島及
び山東省市場においては、ドイツ商品と日本商
品とのシェア争い、日中独三国商人が激しい競
争を繰り広げていた。その中で、規模の大小を
問わず、青島、済南、山東鉄道沿線にあるドイ
ツ人、中国人を相手に商売を行い、緊密な取引
関係を築いていた日本人商人たちの数は、けっ
して少なくなかったのである。

2.3　ドイツ統治下日本妓楼の隆盛

夜の青島市街は新しい粧ひを凝らして、フ

レデリック街の横や、ビスマルク街の裏街
には、緑や赤の点燈に彩られた明るいバー
やカフェが、一入時を得顔に徐々と挑むよ
うな高い白粉の薫や、強烈な酒の香を漲ら
せて、独逸人のどろんとしたラインの歌や、
支那人の亡国的な巫山戯声や、日本娘の舌
だるい淫声が、脂ぎった空気を透して、しっ
とりと塵の沈んだ戸の外までも漏れ始める。
口紅の濃い日本娘が、強い色彩を集めた日
本服を着ている。（中略）青島の市街には既
に20軒からの日本娘を蓄へた料理店や女郎
屋があった。日本人の経営している日の家、
枕水楼、寶月楼、支那人のやっている義昌号、
旭光号、波止場から山の手へ行く道に聳え
建つ広壮な大雑貨店ジダス・ブランベック
商会の右に当る石川号、松林館、これ等が
先ず重立った色商人である36）。

上に示したのは某日本人外交官と名乗る人物
が書いた『青島の秘密』のなかの「青島の魔窟」
という文章の一節である。多少誇張していると
ころがあると思われるが、夜の裏街のバー、カ
フェ、白粉と酒の混じる薫り、青島の魔性に溢
れた空間、日本妓楼の活況が生々しく描き出さ

表 6　青島における主要な日本人大手商社（1913年現在）

店名 営業内容 店主・支配人 使用人

三井物産株式会社
青島出張所

貿易 井手千次
日本人8人
中国人17人

湯浅洋行
青島出張所

貿易 峯村正三
日本人14人
中国人7人

岩城商会支店 海運業 津田靖平
日本人3人
中国人25人

日本綿花株式会社
青島出張所

綿糸、雑貨 土井米市
日本人2人
中国人8人

大文洋行
青島出張所

貿易 甲斐友比古
日本人5人
中国人5人

江商洋行 綿糸布貿易 阿部利七郎
日本人3人
中国人6人

（出典　外務省通商局『海外日本実業者之調査』1913年、50頁。）
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れている。その繁盛ぶりは、当時の新聞記事に
「大通りにある三階建ての妓楼からよく弦歌が流
れ、ガラス越しに友禅の舞姿が見えた」37）と書
かれたように、日本国内にも伝えられた。
元々明治維新以前から天草近辺の女性が長崎
で娼妓になる例が多く、特に明治維新と1871年
日清修好条規の締結後、上海をはじめ、各開港
地に「からゆきさん」38）と呼ばれる多くの熊本、
長崎出身の女性が訪れ、東洋茶楼や妓楼を開き、
性的サービスを提供した39）。ドイツの租借地と
なった青島は一寒村から一大港口都市に発展し、
「からゆきさん」にとっても新たな儲け口が潜ん
でいる新天地とも言えた。1914年時点で、343人
の日本人の中には、この売春業を生業とする人
が61人もいた（表7）。彼女たちは青島日本人社
会の重要な構成員であり、当時の青島の社会状
況やドイツと日本との関係を知るための重要な
手掛かりを提供してくれる。では、ドイツ統治
下の青島において、日本妓楼はなぜ成功を収め
ることができたのだろうか。その隆盛は決して
偶然ではなかったのである。

2.3.1　偏った性別構成

青島の男女比は、きわめて偏っており、その
ことは男性の女性に対する性的暴力を引き起こ

す危険性をもたらした。1903年の青島都市部の
中国人の内、10歳以上の男性25,221人に対し、
10歳以上の女性は1,694人しかいなかった40）。
ヨーロッパ人の男性の人数も女性の人数を大き
く超えており、例えば、1910年時点では979人の
男性に対し、女性は203人しかいなかった41）。さ
らに、一般住民の他、2,000人余りのドイツ軍人
が常時駐在して、現地の歪な性別構成を一層深
刻化させた。ドイツ人男性の現地女性に対する
度重なる嫌がらせは現地住民の不満を募らせ、
中国人の長老と商人層はドイツ総督府に請願書
を提出していた42）。植民地秩序を維持するため
に、ドイツ人男性の欲求を満たすと同時に、い
かに現地女性への性暴力を防ぐかがドイツ膠州
総督府の直面した大きな課題であった。

2.3.2　黄禍論とドイツ総督府の取締政策

現地の女性との結婚、あるいは妾関係を築く
ことは上記の問題に対する一種の解決策となり
えたが、ドイツ国家主義者は非ヨーロッパ人と
安定した関係を築くことはドイツ人人種の純粋
性と、ドイツの植民地での権威性を損なう危険
を伴うとみて、安定した婚姻関係若しくは妾関
係より、必要に応じて妓楼に通うほうが望まし
いと考えていた43）。この考え方は当時のヨーロッ

表 7　青島の日本人総数と娼妓人数（1906年～ 1914年）
（単位：人）

年度 日本人総数 娼妓

1906年 189 43

1907年 178 57

1908年 161 54

1909年 156 30

1910年 169 44

1911年 211 42

1912年 205 50

1913年 283 55

1914年 343 61

（出典　JACAR（アジア歴史資料センター）「海外在留本邦人職業別人口調査一件」より作成。）
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パやアメリカ等の白人世界で流行した「黄禍論」
と深く関わっている。「黄禍」という言葉は日清
戦争の頃、西欧のマスメディアによって頻繁に
取り上げられ、主に中国人や日本人といった黄
色人種に対する人種差別のニュアンスを持つ。
ドイツ帝国の皇帝ヴィルヘルム2世は黄禍論の提
唱者で、1895年に黄禍論を唱える絵「ヨーロッ
パの諸国民よ、汝らの最も神聖な宝を守れ！」
をロシア皇帝ニコライ2世に送り、さらにフラン
ス、アメリカの大統領にも送り、この絵のイメー
ジは西洋世界に黄禍論が流布するきっかけと
なったと言われている44）。このような認識にも
とづいて、ドイツ膠州総督府は1899年1月に警察
規則の頒布により、青島の性的管理に乗り出し、
解決策を売春業者に求めた45）。当時ドイツ総督
府の公式的な許可をうけた妓楼は5戸あり、その
うち、ロシア人が経営の妓楼は1戸、中国人妓楼
は2戸で、日本人の開設した妓楼は最初2戸だっ
たが、1903年に3戸に増えた46）。中国人、白人、
日本人娼妓のうち、日本人娼妓が最もドイツ人
に好まれたと言われている。その理由について、
支那研究会の出版した『山東の富源』が「彼女
たちはほとんど天草、島原より青島に来た者で、
日本内地のことをよく知らず、外国のことを知
る。日本語を話すより、ドイツ語の片言のほう
がよく聞こえた。日本人に対して恋はなく、ド
イツ人をよく理解した」47）というように、彼女
たちの出身地の土地柄とも深く係っていたので
ある。

2.3.3　東洋第一の青楼―石川号

日本妓楼の中で、最も有名なのは「石川号」
である。この「石川号」は25,000円も費やした立
派な建物で、外壁が白亜に塗られており、ドイ
ツ人の間で「東洋第一の青楼」とも呼ばれた48）。
初代主人、高橋徳夫は青島に渡った日本人の中
でも先駆的存在で、妓楼の他、先述のように「高
橋写真館」「日華薬房」も開き、当時大いに成功
を収めていた。高橋徳夫は元々長崎でドイツ領

事館の通訳として勤め、仕事の関係でドイツ人
との交際が広かったため、ドイツの青島占領後、
すぐに青島に渡航した。青島ではドイツ人の友
人の勧めに従い酒楼を開き、日本の芸酌婦を抱
え、巨利を獲得した49）。高橋が日露戦争で亡く
なった後、石川号を継承したのは長崎県出身の
今村徳重（石川徳重とも呼ぶ）である。今村は
東京で高等教育を受け、卒業後中国へ渡り、当
初は日本雑貨の商売を試みたが、失敗し、高橋
の開いた妓楼に住み込んだ。その後、高橋の事
業を継いで10万円ほどを儲けた50）。
ドイツ当局の許可を受けていたもう一つの日
本妓楼は、杉本安太郎が開いた「杉本号」である。
杉本も高橋や今村と同じく長崎県出身で、1902
年青島に渡航した後、同郷人今村徳重の勧めで、
1903年3月にドイツ官憲の許可を獲得し、ドイツ
騎兵隊が駐在する山東鉄道沿線の町、膠州に料
理店を開業し、酌婦7名を抱えた。後にドイツ騎
兵隊の撤退によって、1905年に大包島の李村街
に店を移転した。1914年に日本とドイツとの戦
争が勃発する前には、16名の酌婦が在籍してい
たという51）。

3．日本人の情報収集活動―帝国日本への
協力
以上、主に青島に進出した日本人居留民の経
済活動を中心に論じてきた。ところで、これら
の経済活動は単なる一般的な貿易活動でなく、
その多くがもう一つの側面を有していた。つま
り、政府と関係なく、生活のために経済的な事
情で青島に渡った多くの一般人が、青島で生活
しているなかで、次第に母国に接近し、帝国日
本を支えることになる。以下では、青島の日本
人の情報収集活動を中心に彼らの帝国日本への
協力の実態を考察したい。

3.1　日露戦争におけるロシア軍との諜報戦

日露戦争中、ロシア軍が清国人を商人に変装
させ、日本軍の動向を探り、満州軍を大いに悩
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ませたのに対し、1904年6月に創設された満州軍
総司令部は中国大陸各地に大諜報網を張り巡ら
せた。当時、営口と芝罘の通信機関にロシアの
スパイが多数潜伏していることを知った日本軍
は、芝罘領事館を通じて、ロシア軍の動きを注
視していた52）。当時、芝罘日本領事館の管轄範
囲にある青島では、各国人が混在し、軍人と、
国際商社や政府機関に勤める外国人が多く、国
際的な政治、経済事情に触れるチャンスも多かっ
た。さらに、自由港として開かれた青島港では、
各国軍艦と商船が頻繁に行き来し、世界中の情
報が青島に持ち込まれてきた。こうして情報収
集に最適な窓口である青島において、日本人居
留民は経済活動を展開する傍ら、情報収集活動
にも秘かに携わっていたのである。
1904年11月、清国駐屯軍司令官仙波太郎53）は

物資調査のために、茂野一顕主計を山東に派遣
した。茂野は11月13日に膠州湾に到着後、青島
で「毛受号」を経営する毛受駒次郎と共に、清
国海関副長を勤めるイギリス人ハニッシュのも
とを訪れ、膠州湾でのロシア軍の動静を探った。
その結果、ドイツ人商人とロシア人将校とが連
携し、旅順及びウラジオストクへ食料品、弾薬
等の物資を密輸していたことが判明した。その
具体的な方法は、ロシア汽船が海上ではイギリス
の国旗を揚げ、入港の際はドイツ国旗に変え、青
島で有名な哈利洋行、順和洋行、礼和洋行等ドイ
ツの大手商社を通じて、牛肉の塩漬けや鉄材、弾
薬を汽船に積み込むというものであった。このロ
シア船は、アメリカ行きと偽っていたが、実際
はウラジオストクや旅順に向かったのである54）。

3.2　海軍省の機密通信嘱託

さらに、日露戦争が終わった直後の1906年、
海軍省より芝罘日本領事館領事小幡酉吉のもと
に青島での機密通信嘱託を今村徳重に依頼した
いという連絡が届いた。この今村徳重は前述の
通り、長崎県出身で、東京で高等教育を受けた
人で、青島屈指の妓楼「石川号」の支配人でもあっ

た。彼は妓楼を経営する傍ら、青島のドイツ人、
イギリス人等を通じて無報酬情報収集活動にも
携わった。早くは日露戦争前より、青島におけ
る一切の通信はすべて今村に依頼し、芝罘領事
館との間には特殊な暗号までもが設けられた。
日露戦争の際には、今村は30人ほどの芸妓、娼妓
に命じ、遊びに来るドイツ軍人から軍事上の秘
密を探り、それを日本当局に報告したことで、日
本軍は大いに活動の便を得たと言われている55）。

3.3　大手商社三井物産の参入

このような情報収集活動は、個人だけでなく、
当地の大手貿易商社三井洋行も携わっていた。
前述のように、三井物産は1876年の設立直後か
ら、1877年に上海に支店を構えたのを皮切りに、
天津、漢口、大連等各重要都市にも支店、出張
所を開き、大豆、落花生等の特産物の輸出貿易
を中心に経済活動を展開した。ところが、その
活動はただ経済分野に限るというわけではな
かった。例えば、日清戦争において、三井が社
船6隻を軍用に供出し、石炭の輸入と軍需品の輸
送に協力したことや、義和団の乱の勃発と同時
に中国語の分かる社員を陸軍通訳として派遣さ
せたこと等からもわかるように、国家の海外進
出に協力するある意味で国家的な存在でもあっ
たのだ56）。もちろんドイツ統治下の青島におい
ても、三井物産は日本当局と連携し、陰から国
の活動を支えていた。当時ドイツ電信局が同地
清国電信局の取り扱う電報を時々検閲していた
ため、ドイツ当局の嫌疑を避けるために、日本
側は当地の通信員との間に暗号を設け、さらに
仲介人を通じて連絡する方法をとる必要があっ
た。1906年7月以降、海軍省機密通信嘱託となっ
た今村は、現地の三井洋行を通じて、東京の三
井物産社員小泉吉彦経由で日本当局に情報を提
供し続けた。中国辛亥革命当時、今村は漢口、
膠州湾におけるドイツ軍の行動を探り、日本当
局に報告したことで、勲6等まで授けられた。そ
の後、今村は活動の拠点を朝鮮燕岐郡に移し、
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彼の推薦で、青島で「金瀧洋行」を経営してい
た金瀧耕雲がその後任者となり、青島での情報
収集活動を続けた57）。

3.4　膠州日本人協会の協力

もう一つ注目すべきは膠州日本人協会の活躍
である。1902年、青島には日本人の数がまだ100
人にも満たないにもかかわらず、同年10月に膠
州日本人協会58）が早々に青島で設立された。当
初会長1名、委員6名、事務員1名が置かれ、会員
より毎月金30銭の会費を徴収すると会則に記さ
れた59）。膠州日本人協会はただ青島で生活して
いる日本人全体に亘る親睦団体で、特に経営す
る事業がなく、主に日常の連携や日本内地来客
の招待を担当する単純な親睦団体に過ぎないよ
うに見えるが、実はそのメンバーたちは様々な
形で母国と絡み込み、陰で帝国日本の海外拡張
を支えていた。
第1期委員の構成を見ると、草創期に青島に来

た日本人の先駆高橋徳夫、高野房太郎60）、小林
芳一の他、日本海軍省の機密通信嘱託今村徳重
とその後任者金瀧耕雲、ロシア軍の情報を日本
軍に提供した毛受駒次郎というように、創立委
員の6人の内、少なくとも3人が日本当局と連携
して情報収集活動に携わっていたことが判明し
た。創立メンバー以外でも、日本人会の書記、
山崎金太郎という人物も間諜活動と係った。山
崎金太郎は1909年頃江南造幣局で技師と通訳と
して雇われたが、排日機運の高まりに伴う日本
人の解雇の影響で、後に青島に渡り、仲介業と
通関代弁を営みながら、日本人会の秘書も勤め、
ドイツの青島防衛状況を収集して秘かに日本軍
に提供した61）。
日本が第一次世界大戦の日独戦役でドイツに
勝ち、青島を日本帝国の管轄下に収めたと同時
に、多数の日本人が各地から一気に青島に入り
込んだ。1914年4月15日の『青島新報』によると、
「青島市民会は既に成立したので、戦争前青島在
留同胞の団体たる青島日本人会は今後存続の必

要なき、近日青島本願寺出張所に総会を開き、
解散式を行う予定」62）であった。ところが、膠
州日本人協会の活動はそれから一切なかったと
は言えない。日独戦争前に青島で生活していた
日本人のなか、戦争によって損害を被った人々
は少数ではなかった。彼らの代表として、膠州
日本人協会の会員から7人の救恤請願委員と11人
の損害審査委員が選ばれた63）。紆余曲折の末、
1925年にようやく救恤金が下付されることで、
ドイツ統治期に成立した膠州日本人協会も歴史
の表舞台から姿を消した。

おわりに
第一次世界大戦勃発後、日本は日英同盟にも
とづき、1914年8月16日にドイツに最後通牒を布
告した。その後青島における日本人はドイツ当
局から退去命令を受け、一部は急遽済南、芝罘
に避難し、一部は上海、天津経由で日本に引き
揚げた。同年11月、ドイツに勝った日本軍は青
島を占領し、それと同時に多くの一般日本人が
一気に青島へと流入した。戦前から青島で暮ら
していた日本人も青島に帰ってきたが、戦争で
受けた被害に加え、従来のドイツ人、中国人の
得意先を失い、日本人同業者との競争も激しく
なり、大手商社とごく一部の商人を除けば、ド
イツ統治時代に青島で生活していた日本人たち
は結局長年の間築いてきた経営基盤を失った。
ドイツ統治下の青島日本人社会を概観すると、
ドイツの占領後、日本人が青島で姿を現し始め、
15年ほど経った1914年には300人余りの小規模な
日本人社会を形成した。この15年間、日本人の
人数は日露戦争のような国際情勢の変動の影響
を受け、一時的な増減がありながらも、全体と
して増加の傾向を示した。それは、ドイツ統治
下に置かれた青島の商業港口都市への変身と青
島日本間貿易活動の活発化と深く関連する。青
島に到来した日本人の進出ルートと出身地も主
に以上の2点に規定され、即ち、国際情勢の変化
の中、日本国内は九州地方と近畿地方、中国国
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内はハルピンや上海、更にウラジオストクのよ
うな青島と海上交通の便利なところ、貿易が盛
んに行われた地域から「モノ」の交流ルートに
乗じて「ヒト」が到来した場合が多かった。また、
職業構成の変化を見ると、最初は売春婦、雑貨商、
いわゆる一旗組の移民、つまり生活のために青
島に自発的に渡ってきた一般人が大多数であっ
たが、三井物産出張所の開設を嚆矢に、岩城、
日本綿花、湯浅、横浜正金銀行など大手商社も
次第に進出していった。一部の大手商社と有力
者は青島区に営業拠点を設け、他の一般日本人
はほとんど大包島で中国人と混在しながら暮ら
していた。ドイツの租借地青島では、彼らのほ
とんどが現地中国人と同じく、西洋文明を受容
する側の立場であり、他国人と競争、連携しな
がら生計を立てていた。ドイツ商品と日本商品
の市場争いや青島日本間輸出入貿易の主導権を
めぐる中国商人と日本商人との競争が三者の関
係を緊張させたが、一方、からゆきさん、写真屋、
雑貨商といった人々も、山東省内陸に進出した
大手商社も足場を固めるために、当地のドイツ
人商人や中国人商人と良好な関係を築くことが
求められた。更に、母国日本との関係をみると、
生活のために青島までたどり着き、政府と直接
的な関係を持たなかった一般日本人居留民たち
は、日本帝国勢力圏の周縁にありながら、各自
の仕事、人脈を通じて情報収集活動に携わり、
日本帝国の活動を陰で支えたのである。
このように、本論文はドイツによる膠州湾統
治から日本による第1次青島占領にかけて、青島
における日本人の人数、職業、出身地、活動区
域を明らかにした。そのなかでも特に中小商人
の経済活動、情報収集活動を考察することによっ
て、ドイツ統治下の青島日本人社会の具体像と
全体像を提示することを試みた。ドイツ統治下
の青島の日本人社会は上海、天津開港当初と同
じく小規模で、初期はからゆきさんと雑貨商が
中心となり、西洋国家が作った既存の社会シス
テム、規範を受け入れる立場にあったのである。

第1次世界大戦以降、青島におけるドイツ人と
日本人の地位は逆転する。この逆転が青島にお
ける日本人社会、日本人と現地中国人の関係、
さらに近代日本にとっての青島の位置づけにど
のような変化をもたらしたのかは今後の課題に
したい。
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Summary

Imperial Japan invaded Tsingtao twice and was dominant there for sixteen years in total. After Shanghai and 

Manchuria, Tsingtao was the next important area for Japan’s foreign ‘investment’ in China. With Japan’s 

imperialistic expansion, thousands of Japanese moved into Tsingtao, and approximately forty thousand 

Japanese resided there until the Second World War ended. The influx of Japanese impacted on Tsingtao’s local 

society, for they brought with them capital and technology, and a different lifestyle and culture. However, 

previous studies have mainly focused on the German occupation and its policy, and little attention has been 

paid to the Japanese community in Tsingtao under German rule or to the relationships between German, 

Chinese, and Japanese during the period.

This paper explores the organization and the activities of the Japanese community, while examining 

economic as well as information gathering activities carried out by ordinary Japanese in Tsingtao. The first 

section reviews the number of Japanese residents, their backgrounds, such as hometown and occupation, 

their motivations for moving to Tsingtao, and the routes they took to travel to Tsingtao.

The second section investigates how the Japanese cooperated and competed with the Germans and 

Chinese, while also examining economic activities conducted by Japanese people such as petty traders, 

businessmen from large enterprises, and prostitutes called karayuki-san.

In the third section, I attempt to demonstrate the cooperative relationship between ordinary Japanese and 

the imperial Japanese government, through an examination of how Japanese engaged in information-gathering 

activities in Tsingtao. Finally, in the last section, I will discuss the transformation of the Japanese community 

after the First World War.

Key words: Tsingtao, German, Japanese community, economic activities, information-gathering activities


